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１ 課題設定の必要性 観光漁業振興のため、必要性は高い。

（背景、社会的ニーズ）
5 ／５

２ 課題の新規性、独創性 新規性は高くないが、継続して実施して
欲しい。

3 ／５
３ 目的・内容の整合性 目的、内容ともに妥当である。

妥当性
4 ／５

４ 研究手法の的確性、 統計データの詳細な解析をお願いした
い。

技術的可能性
5 ／５

５ 成果の期待度 当該漁協との情報共有を図って欲しい。

4 ／５
総合評価 今後とも継続して実施できる体制づくりを

考えて欲しい。

4.2／５

「注」　評価点の目安

試験研究機関の処置

富士五湖の漁業実態を解明し、技術開発や指導支援の方向性を
明らかにしていく。

やや低い 低い
1

評価
点数 5 4 3 2

高い やや高い 普通
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